
展
開

時
間

授業項目
使用機能 ○やってみよう（学習活動）　　・児童の反応 ◆指導のポイント　■活動のねらい

★デジタル活用のねらいとポイント

で
あ
う
・
つ
か
む

1/8 庄内平野の地
形と気候の特
色

○さくいんを活用して、山形県庄内平野の位
置を調べよう。

・�さくいんを使ったら
すぐ見つかったよ。

・�庄内平野は日本海が
近いね。

■山形県庄内平野がどこに位置しているのかを読
み取る。

◆��庄内平野は山形県に位置しており、日本海に近
いことを読み取れるようにする。

◆⃝教p.76の写真とあわせて庄内平野に田が広がっ
ているようすを確認できるようにする。

○�地図帳 p.74-76 で、庄内平野が広がってい
る市町名とおもな河川名を読み取ろう。

○�「距離計測」を活用して、庄内平野のおよ
その広さを計測しよう。

・米づくりには河川が多いことが大事なのかな。
・�こんなに広いところでどうやって作業しているのか
な。

・機械を使って作業をしているのかな。

■庄内平野の地形にはどのような特色があるのか
を捉える。

★地図上で距離や時間の感覚を身に付ける。
◆庄内平野は、鶴岡市、酒田市、遊佐町、庄内町、
三川町の２市３町に広がっていることを読み取
れるようにする。

◆�庄内平野には、最上川のほか、赤川、日向川な
どが流れていることに気付くようにする。�

◆�庄内平野は南北におよそ 50㎞、東西におよそ
16㎞の距離があることを理解できるようにす
る。

○庄内平野にある酒田市と、緯度が近い仙台
市の気温と降水量を比べて、酒田市の気候
の特色を考えよう。

・酒田市のほうが冬の降水量が多いね。

■�庄内平野の気候と米づくりにはどのようなかか
わりがあるのかを理解する。

★事例地域と自分たちの住む地域などを比較す
る。
・「雨温図」で「他都市との比較」や「重ねて比較」を選択し、
教科書と違った形で比較する。

◆�夏の気温は酒田市が仙台市よりやや高く、冬は
ほぼ同じぐらいの気温であることを読み取れる
ようにする。

◆�冬は日本海側の酒田市の降水量が多いことを読
み取れるようにする。

◆�酒田市と仙台市がそれぞれ日本海側と太平洋側
に位置していることが気候の特色の違いを生ん
でいることに気付くようにする。

距離計測

雨温図

指導計画　（全8時間）
であう・つかむ 調べる まとめる

１ 2 3 4 5 6 7 8

デジタル地図帳活用のタイミング

【活用のポイント】児童が「学習問題」を主体的に追究・解決するための基礎知識を習得するときに活用する。

デジタル地図帳�指導計画　米づくりのさかんな地域ー山形県庄内平野ー　教科書�上 p.76-93 展
開

時
間

授業項目
使用機能 ○やってみよう（学習活動）　　・児童の反応 ◆指導のポイント　■活動のねらい

★デジタル活用のねらいとポイント

で
あ
う
・
つ
か
む

2/8 庄内平野の米
づくり

○地図帳p.74-76 の「レイヤー切り替え」を
活用して、米づくりに大切だと思う要素を
考えよう。

○�庄内平野で米づくりがさかんな理由を地図
帳を使って説明しよう。

・河川や降水量が米づくりに関係していると思う。

■庄内平野の米づくりと自然条件にはどのような
つながりがあるかを考察する。

★地図の要素を分けて考える。
・「レイヤー切り替え」で「自然」「田」のレイヤーを表示する。

◆庄内平野では、米づくりに適切な自然条件が
整っていることを確認させて、自分の言葉で説
明できるようにする。

学んできたことをもとに自分の考えを根拠を

もって説明している。

○�米の食味ランキング表をもとに、山形県の
庄内平野でつくられている特Aの米をイン
ターネットで調べよう。

○�おいしい米をつくるために大事なことを予
想しよう。

・どんな人が庄内平野でお米をつくっているのかな。
・�おいしい米づくりのために努力があったのかな。

■�庄内平野ではどのような米がつくられているの
かを予想する。

◆�米をつくるためには、自然条件が整っているだ
けでなく、米づくりをしている人々の努力やく
ふうが必要であることに気付くようにする。
◆�表から庄内平野で栽培されている米の品種を読
み取れるようにする。

調
べ
る

3/8 祢津さんの
米づくり

教科書に沿って学習する。 必要に応じて地図帳を活用する。

4/8 米づくりの仕
事のくふう

5/8 庄内平野の
米づくりを
支える人たち

6/8 おいしい米を
全国に

7/8 米づくり農家の
かかえる課題と
新しい取り組み

ま
と
め
る

8/8 新聞にまとめる

レイヤー
切り替え

学習問題：�庄内平野で米づくりにかかわる人々は、どのようなくふうや努力を
して、米を生産しているのでしょうか。

まとめ：�米づくりにかかわる人々は、自然条件を生かしたり、生産の工程をくふうしたり
して、安全でおいしい米を消費者にとどけるために努力している。

米
づ
く
り
の
条
件

位
置

地
形

広
さ

気
候

お
い
し
い
米
に

つ
い
て

学
習
問
題

評価につながる地図活用のポイント　　評価の観点

庄内平野の米づくりと自然条件について、地図帳から必要な情報を読み取り、理解している。
庄内平野の米づくりと自然条件がどのように結び付いているか、資料を使って自分の言葉で説明
している。
庄内平野の自然条件やつくられている米について調べたことをもとに、主体的に学習問題を追究
し、解決しようとしている。

14 15

06小地図指導者用指導案_08-19.indd   14-1506小地図指導者用指導案_08-19.indd   14-15 2024/01/31   9:202024/01/31   9:20

展
開

時
間

授業項目
使用機能 ○やってみよう（学習活動）　　・児童の反応 ◆指導のポイント　■活動のねらい

★デジタル活用のねらいとポイント

で
あ
う
・
つ
か
む

1/8 庄内平野の地
形と気候の特
色

○さくいんを活用して、山形県庄内平野の位
置を調べよう。

・�さくいんを使ったら
すぐ見つかったよ。
・�庄内平野は日本海が
近いね。

■山形県庄内平野がどこに位置しているのかを読
み取る。

◆��庄内平野は山形県に位置しており、日本海に近
いことを読み取れるようにする。

◆⃝教p.76の写真とあわせて庄内平野に田が広がっ
ているようすを確認できるようにする。

○�地図帳 p.74-76 で、庄内平野が広がってい
る市町名とおもな河川名を読み取ろう。
○�「距離計測」を活用して、庄内平野のおよ
その広さを計測しよう。

・米づくりには河川が多いことが大事なのかな。
・�こんなに広いところでどうやって作業しているのか
な。
・機械を使って作業をしているのかな。

■庄内平野の地形にはどのような特色があるのか
を捉える。

★地図上で距離や時間の感覚を身に付ける。
◆庄内平野は、鶴岡市、酒田市、遊佐町、庄内町、
三川町の２市３町に広がっていることを読み取
れるようにする。

◆�庄内平野には、最上川のほか、赤川、日向川な
どが流れていることに気付くようにする。�

◆�庄内平野は南北におよそ 50㎞、東西におよそ
16㎞の距離があることを理解できるようにす
る。

○庄内平野にある酒田市と、緯度が近い仙台
市の気温と降水量を比べて、酒田市の気候
の特色を考えよう。

・酒田市のほうが冬の降水量が多いね。

■�庄内平野の気候と米づくりにはどのようなかか
わりがあるのかを理解する。

★事例地域と自分たちの住む地域などを比較す
る。
・「雨温図」で「他都市との比較」や「重ねて比較」を選択し、
教科書と違った形で比較する。

◆�夏の気温は酒田市が仙台市よりやや高く、冬は
ほぼ同じぐらいの気温であることを読み取れる
ようにする。

◆�冬は日本海側の酒田市の降水量が多いことを読
み取れるようにする。

◆�酒田市と仙台市がそれぞれ日本海側と太平洋側
に位置していることが気候の特色の違いを生ん
でいることに気付くようにする。

距離計測

雨温図

指導計画　（全8時間）
であう・つかむ 調べる まとめる

１ 2 3 4 5 6 7 8

デジタル地図帳活用のタイミング

【活用のポイント】児童が「学習問題」を主体的に追究・解決するための基礎知識を習得するときに活用する。

デジタル地図帳�指導計画　米づくりのさかんな地域ー山形県庄内平野ー　教科書�上 p.76-93 展
開

時
間

授業項目
使用機能 ○やってみよう（学習活動）　　・児童の反応 ◆指導のポイント　■活動のねらい

★デジタル活用のねらいとポイント

で
あ
う
・
つ
か
む

2/8 庄内平野の米
づくり

○地図帳p.74-76 の「レイヤー切り替え」を
活用して、米づくりに大切だと思う要素を
考えよう。
○�庄内平野で米づくりがさかんな理由を地図
帳を使って説明しよう。

・河川や降水量が米づくりに関係していると思う。

■庄内平野の米づくりと自然条件にはどのような
つながりがあるかを考察する。

★地図の要素を分けて考える。
・「レイヤー切り替え」で「自然」「田」のレイヤーを表示する。

◆庄内平野では、米づくりに適切な自然条件が
整っていることを確認させて、自分の言葉で説
明できるようにする。

学んできたことをもとに自分の考えを根拠を

もって説明している。

○�米の食味ランキング表をもとに、山形県の
庄内平野でつくられている特Aの米をイン
ターネットで調べよう。
○�おいしい米をつくるために大事なことを予
想しよう。

・どんな人が庄内平野でお米をつくっているのかな。
・�おいしい米づくりのために努力があったのかな。

■�庄内平野ではどのような米がつくられているの
かを予想する。

◆�米をつくるためには、自然条件が整っているだ
けでなく、米づくりをしている人々の努力やく
ふうが必要であることに気付くようにする。
◆�表から庄内平野で栽培されている米の品種を読
み取れるようにする。

調
べ
る

3/8 祢津さんの
米づくり

教科書に沿って学習する。 必要に応じて地図帳を活用する。

4/8 米づくりの仕
事のくふう

5/8 庄内平野の
米づくりを
支える人たち

6/8 おいしい米を
全国に

7/8 米づくり農家の
かかえる課題と
新しい取り組み

ま
と
め
る

8/8 新聞にまとめる

レイヤー
切り替え

学習問題：�庄内平野で米づくりにかかわる人々は、どのようなくふうや努力を
して、米を生産しているのでしょうか。

まとめ：�米づくりにかかわる人々は、自然条件を生かしたり、生産の工程をくふうしたり
して、安全でおいしい米を消費者にとどけるために努力している。

米
づ
く
り
の
条
件

位
置

地
形

広
さ

気
候

お
い
し
い
米
に

つ
い
て

学
習
問
題

評価につながる地図活用のポイント　　評価の観点

庄内平野の米づくりと自然条件について、地図帳から必要な情報を読み取り、理解している。
庄内平野の米づくりと自然条件がどのように結び付いているか、資料を使って自分の言葉で説明
している。
庄内平野の自然条件やつくられている米について調べたことをもとに、主体的に学習問題を追究
し、解決しようとしている。

14 15

06小地図指導者用指導案_08-19.indd   14-1506小地図指導者用指導案_08-19.indd   14-15 2024/01/31   9:202024/01/31   9:20

5
活用事例

紙とデジタルのかけ橋

京都市立養徳小学校 教頭　佐倉 國寛

「授業支援ツール」を  
使ってみよう！

　単元を通した“なぜ？＝連続した問題意識 ”を醸成するために役立つのが授業支援ツール（デジタル地図帳指導計
画・授業スライド・デジタルワーク→ p.35）です。授業支援ツールの一つである「デジタル地図帳指導計画（以下、指
導計画）」は、社会科の授業におけるデジタル地図帳の活用場面を具体的に示しており、初めてデジタル地図帳を使う
先生にも取り組みやすい構成になっています（ 図1  ）。単元ごとのねらいに合った機能を活用すると、児童が複数の
資料を用いて説明し合うことが容易になります。デジタル地図帳を活用することで新たな“気づき”を得たり、理解を
深めたりすることにもつながります。

　ここからは、東京書籍の「米づくりのさ
かんな地域－山形県庄内平野－」の単元を
例に、授業支援ツールでできることを見て
いきましょう。

　デジタル地図帳の各種機能は【であう・
つかむ】場面で活躍します。具体的には、
レイヤー分けをしたデジタル地図や、「雨
温図」「距離計測」を活用しながら、学びを
進めていきます。

はじめに

【であう・つかむ】で
デジタル地図帳を使おう！

図1  デジタル地図帳活用のタイミング（指導計画 p.14抜粋）

図2   デジタル地図帳の使用場面が 
具体的に示されている指導計画 
（デジタル地図帳 指導計画 p.14抜粋）

京都市中心部の北東方向にあり、比叡山・大
文字山を仰ぎ見ることのできる東山の麓に位
置しています。校区には清流高野川が流れ、
かつては多くの染め工場や大きな紡績工場
が建ち並ぶ京友禅の一大産地でした。現在、
その跡地は公団住宅やマンションとなり、図
書館・郵便局等の公的施設が集まっています。

学校紹介

授業展開に
合った機能を
ピックアップ!
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　まず、教科書にある庄内平野の航空画像を提示しま
す。資料提示後、児童は最初に気づいたことから発表
していきます。

　その中で、水田に着目する意見から

との先生の発問で、児童は水田1区画の規模を推測しま
す。

との児童の予想が出たうえで、庄内平野の水田の大きさ
は縦30ｍ×横100ｍである事実を確認させます。
　児童からは、大きさに対する驚きとともに疑問が湧き
上がってきます。

　そこで、デジタル地図帳 p.75の庄内平野にクローズ
アップし、「レイヤー切り替え」で、「自然」と「田」に
チェックを入れて表示します。（ 図3  ）

との意見が出たところで、続けて距離計測を使って庄内
平野の規模（南北約50km東西約16km）を知ることに
なります。
　次に、自分たちの小学校から50kmの範囲を距離計
測を使って確認します（ 図4  ）。そして……

といった児童の反応から、「庄内平野では、なぜ米づく
りがさかんなのだろう」という本時の学習問題が浮かび
上がります。本時の学習問題を解決するためにどんな資
料が必要になるのか児童に問いかけたうえで、調べる資
料を提示していきます。

「�水田がたくさんあるね。しかも、きれいで�
大きそうで並んでつながっている」

「画像の中央に川が流れている」

「右の奥には山があって、左側には海が見えるよ」

「�わたしたちの近くにある水田と比べると�
かなり大きそうだね」

「�写っている家の大きさから見て縦は�
20mぐらいかな～」

「�ビニールハウスみたいなのが見えるよ。�
横は50mぐらいの長さがありそうだね」

『�一つの水田が大きそうだね。どれくらいの�
長さなのかな？』

「１つの水田がそんなに大きいのだね」

「�そんな大きな水田がたくさん連なってあるけ
れど、水田地帯はいったいどれぐらいの大き
さがあるのかな」

「平野の多くの部分が水田だね」

「�小学校から50kmの距離だと奈良県まで�
行けちゃうね」

「真っ直ぐ北に進むと福井県までつながるね」

「�南北50km東西16kmは本当に大きい�
規模だね」

図4  本校から半径50kmの範囲を表示させた地図

図3    レイヤー切り替えで「自然」と「田」の 
レイヤーを選択した地図
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　児童は、複数の資料を選択して本時の調べる学習を進めていくこととなりますが、資料が多くなりすぎるため、自分
で２つの資料を組み合わせて庄内平野で米づくりがさかんなわけを考えて交流していきます。
　ここでの資料は、デジタル地図帳で作成した「①レイヤー切り替えで河川と田にチェックを入れた土地利用図 

（ 図5  ）」と「②酒田市とほぼ同じ緯度の宮古市の雨温図（ 図6  ）」や、教科書の写真資料等から用意した「③最上川
と水田の画像」、「④庄内砂丘と防砂林の画像」、「⑤８月の庄内平野の画像」、「⑥1月の庄内平野の画像」を使用します。

授業支援ツールを参考に、調べる学習のオリジナルな授業展開を考える

　例えば、ここでの交流においては、「①土地利用図」
と「③最上川と水田画像」から「川の周りに水田が広
がっているのは、大きな川や多くの川が流れており、
その水を使うことができるからだよ」や、「②雨温図」
と「⑥1月の庄内平野画像」から「冬に降水量が多い
ということは、冬なので、降雪量が多いということで、
春に雪解け水として米づくりに必要な水が豊富にあ
るからだよ」といった説明ができ、資料を関連付けな
がら、土地や気候条件を根拠に庄内平野で米づくり
がさかんなわけを考えることで単元導入の第 1時を
終えます。
　引き続き第 2時では、庄内平野がある山形県の米
の生産量のグラフを用いて「庄内平野では、どのよう
にしてたくさんの米をつくっているのだろう」との単
元を貫く学習問題をつくっていきます。

図5   レイヤー切り替えで 「河川」と「田」の 
レイヤーを選択した地図

図6   雨温図で作成した 
２地点を比較する雨温図

図7   「統計地図」で表示した 
米の生産量１位～５位までの県（一部加工）
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　デジタル地図帳から「なぜ ?」がいっぱい生まれるのですね！
北陸学院大学　村井 教授

イ ン 解ト 説ワ ン ポ

図7   「統計地図」で表示した 
米の生産量１位～５位までの県（一部加工）

図8  「デジタル地図帳」のビューア全体表示

　第 2時では、調べたことを基に庄内平野の米づくりの特色や、米づくりに関わる人々の工夫や努力についてまとめ、
話し合います。話し合いにあたり、単元導入で使用した資料を再度使用します。
　庄内平野の「自然条件」「生産における努力や工夫」「農家の人を支える」の視点で児童の発言を分類し、“各視点が
つながって米が生産され、われわれのもとに届けられること”を「自然条件」の資料（レイヤー切り替え、雨温図、ほ
か写真資料）を根拠にして構造的にまとめていくことができます。単元導入に使用した資料を単元まとめに再度使用す
ることで、児童の資料の見方・考え方にも変容が見られ、より深い地域理解につながっていきます。

　本稿では、「デジタル地図帳」に収録されている授業支援ツールの「指導計画」を中心に、デジタル地図帳の機能と
社会科の授業の組み合わせで児童の理解がより深まる可能性を紹介しました。授業支援ツールには、ほかに「授業ス
ライド」と「デジタルワーク」があり、初めてデジタル地図帳を使う先生方を全面的にサポートします。
　デジタル地図帳のはじめの一歩として、全国の先生方もぜひとも「授業支援ツール」を活用してみませんか？

　授業支援ツールでは、学習問題の設定まで、とても丁寧に進めています。子どもたちの疑問や驚きを生み

出し、比較や関連付けの思考を伴って学習課題が設定されていることがよく分かります。調べ活動でデジタル

地図帳を活用するよさもありますが、子どもたちから「なぜ？」が出るためにもデジタル地図帳が効果的なの

ですね。デジタル地図帳の可能性がまた広がりました。

まとめる場面での活用事例

おわりに

ビューアの
メニューバーに
あるピンクの 
アイコンから 
使えます！
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